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問
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應
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菡
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近
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部
は
輸
入
に
仰
ぐ
。
姓
年 

に
お
け
る
そ
の
比
！-.は
、
，太®
へ

對

四

微

度

で

あ

‘
ろ

0
し
だ
^-
つ.
て
そ
の
增
康
の
必
、要
が
カ
說
さ
れ
る
‘、
さ
ら
に
そ
の
反
面
に
お
い
て 

は
配
膽
機
構
の
確
立
と
販
资
價
格
の
全
國
的
統

1

化
が
問
®
と
さ
れ
る
。
，國
民
營
養
の
點
か
ら
見
て
も
、
、そ
れ
は
當
然
の
要
求
で
あ
ら 

ぅ
o 

' :  

-  

‘ 

’ 

.-•
 

.
-
.
-
 

,

'
 

f

V

r 

' 

,
 

• .
\ 
者
• 

' -

C

掏
類〕

ィ
ギ
？
ス■
民
‘の
肉
類
に
對
す
る
需
要.は
、
極
奶
て
大
で
あ
る0-
平
時.
に
お
W
て
さ
べ
、
そ
の
供
給
の
過
半
は
、
と
れ
を
，
 

海.
外
よ
り
得
る
，事
情
に
あ
る
。
そ
，の’主
な
る
供
給
先
、は
濠
洲
、
新
西
，蘭
等
の
自
治
領
め
外
1、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
 

'
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア 

ィ
等
、の
洧
米
諸
國
で
表
る
。
し
た
が◊
て
m-
诗
下
そ
の^
^
の
確
保
に
、
腐
，心
せ
ざ
る
，を'#
愈
い
事
‘は
明
白
で
訌
戰
帮
勃
發
後
に 

お
け
名
國
家
の
輸
入
管.理
、
，
配
給
統
制
，手
段
の
採
用
も
故
な
し
と
し
な
い
。

：
.

〔

ベ
In
 

VI
ベ
！ n

シ
は
ィ
ギ
リ
ス
國
民
に
と
の
て
、
不
河
缺
の
嗜
，好
品
‘で
あ
る
。
本
品
の
取
引
に
對
す
る
組
織
北
は
、
戰
前
に 

お
>
て
は
失
敗
ヒ
歸
し
た
が
，
今
や
そ
の
增*
の
龙
め
に
、
燻
製
工
場
の
國
營
化
が
進
め
，ら
队
つ
■つ
あ
る
。

•
〔

魚
類〕

-.
魚

類

の

消

費

高

览

、

栽
•一

 
一
十
年
以
來
、
：增
加
傾
向
を
迪
り
來
つ
た
。
し..
扒
も.
ィ

ギ

リ

ス

に

お

い

，て
は

_

、
エ

業

と

_

エ

業

の 

勃
敗
が.
、
最
も
顯
著
で
あ
る
。-
と

れ

らは
！
：

內

消

費

を

可

成

れ

の

程

度

に

充

足

I
、

鯓

工

業

製

品

の

如

き

は

，、

輸

出

能

力

t
さ

へ

示

.し 

た
。
龙
\?
戰
時
下
に_
お
い
て
は
，
，必
然
漁
業
は
停
滯
狀
態
に
陷
つ.
て.
ゐ
，る
。 

、’ 

■ 

;
 

•

.

C

野
菜
及
び
果
實〕

，
こ.
の項

：！

E
-m
炎
v>
て
、
、特.
に
重
要
^
の
は
、
馬
鈴
募
、ニ
£»
類
並
び
ぬ
牀
擒
\
オ
ヤ
ン
デ
等
で
あ
る
6
火

體

野

菜 

類

に•
つ
い
‘て
の

同

内

自

給

率

は

大

で

，あ

ふ

が

、

■思
實
狨
林
檎
を
除
く
外
、
輸
移
A:
k
依

存

す

る

程

度

が

太

き

い

。

野

菜

:̂
果

實

冬

そ

の

i)

_
.國
内
消
費
量id
馨
多
量
に
上
妙
、'坐
*
1
"
、配
給
;>
輪
移
入
に
關
し
て
；

H

で
に
國
家
的
篇
が
適
用
さ
れ
ズ
ゐ
，る
。
し
み
も
箄
要
食
糧
：
 

品
：と
し
、•て
ぃ
そ
の
增
糜
を
目
徵
に
統
制
徹
底
化
の
#
要
‘は•
い
ふ
ま
で
も
な■い
。
..
?:
、，
->,

〔

江

茶〕

紅

茶

は

上•
取
•
下
あ
ら
ゆ
石
階
層
を
®
^
て

、

ィ

ギ

.リ
'>,
ス
周
民
れ
等
し
’く
需
要
す
る
も
の
で
あ.
る
。
、そ

の

通

費

量

の

九

〇 

。へ
ト
セ
ン
ト
以
五
ま
で.
が
、
海
外
0.
ィ-
ギ
V.
X
翁

土

ょ

り

、提

俾

せ

ら

れ

る

.o
就

中

印,®
と
セ
ィ
ロ
ン
は
、
、故
大
の.
供

給

•客

で

あ

る
Q
そ 

の
放
引
に
關
し
て
は
、.一 ’

九
ニ
ー
九
年
以
來
統
制
が
及
ぼ
在
れ
、
國
民
の
需
要
を
充
た
す
た
め
"に
、.
激
心
な
る
努
カ
が
拂
は
れ
て
ゐ
る
。

〔

砂
糖.〕

谈
溏
ば
次
め.
ニ
點
に
お
いV

.、
.

前
：揭

の

諸

食

糧

品

と

異

.
つ
だ
事
情
に
#
チ
る
と
見
ら
れ
る
k。
そ
の一

は
、
»
前
の
佥
供
常 

高.
の
約
阁
o
パ
ー
‘セ
y
ト
が
、■加
工

用

-
，.例
へ
ぃ
ば
グ
ロ
ッ

.ズ
、
タ
ヤ
仏
及.
び
熟
子
類
の
製
造.
に
用
ひ
、ら
れ
た
嘯
で
あ
り
、.
そ
2

『

は
、
 

ィ
ギ
リ
ス
本
國
に
お
け
人
：ロ
一
、人
當
卞
妙
消
費
量
が
"
抵
#
第.
一'位
に.
あ
る
蕻
で
あ
る
。5

づ
れ
に
し
て
も
そ
の
全
消
費
*
は
極
め 

て
大
き
く
、
し.
'か
も«
內
消
費.
の.
ー
一
割
五
分
を
充

_
?<
:
ず
M
內»

-m
の

甜

哚

糖

を

除

く

外

：'
*
甘

芦
.#
の
全
部
が.
輸
移
入
に
依
る.
の
.で
あ
る
。 

し
た
が
，つ
そ,

# '
*
勃
發
以
來
そ
の
供
給
に
異
常
の
努
カ
が
拂
は
れ
る_
反
而
、
國
内
消
費
統
制
も
:|
1
格
に
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

‘

以.
上
'填
目
別
の
翁
察
の
結
染"
裁
者.
に
ょ
れ
げ
平
時.
に
<>
い
■て
太
體
次
の：

如
含
國
内
自
給
算
出
せ
ら
叭
る。0
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鶏
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六
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チ
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五
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'•馬

鈴
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著
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略一
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八
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魚
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九
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•砂
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:糖

.
ノ

ム
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肉
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四
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麥
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粉
.
マ
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パ
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一•
と
の
，數
字
は
靡
に

」

般
に
推
定
さ
，れ
十
ゐ
る
ょ
り
は
高
率
で
あ
.
る
。.
そ
し.
て
又
、
前
記
の
他
別
的
考
察§
際
に
扱
は
れ
た
も
の
.ゐ
中 

か
ら
も
、紅
茶
を
は
じ̂

ニ M
l

一
ー
の
も
の
は
脫
雜
し
て
ゐ
る
。
こ
-
、
に
ィ
>

リ
ス
人
と̂

て
の
著
者
れ
意
向
ゆ
、
充
分
に
窺
拟
れ
る
。
又
假

チ
ヤ-
ル
ノ
ス
；

ミ.
ス
著
1
英
阈
谨
紉
耠
洲
錢」

ー
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一….〜《v ,柳 ” ，イネ、 沙，， 思

v

ャr-'ル
ス
‘
ス
M
‘ス：著r

英
阈
食
糧
柿
'#
問
、題」  

、

’ 

V1
〇< 
八
‘ 

(11

五il)

令
平
時
'に
，お
'い.
て
斯
の
如
き
程
度
の
‘自
給
カ
、が
軚
る
と
假
定
し-
て.
多

、

こ
，れ

を

以

て

戰

爭

に

臨

.
ん
'だ
場
合
の
困
難
は
、
容
易
に
，想
像
さ 

私.
る
：で
も 
b,
5.
o 
ノ 

，  

‘..
••
•
>
, 
, 

、
-..
; ,, 

. 

/

./- 

* 

’
 

,
 

f 

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て.
、.
か
人
^
現
況
を
嚴
密
に
理
'解
す
る
た
み
に
•は
、
當
然.
こ
れ
ら
食
糧
品
唑
產.
の
.
地

盤

を

诚

す

所

の

ィ

ギ

リ

ス

， 

農
業
に
つ
い
て
の
労
察
が
必
要
々
な
ら
ぅ
。
第
十
’一

章
は
そ
れ
に
食
て
ら.
れ
る
0 
' 

‘

.

ィ
ギ
ヴ
ス
農
業
，は
過
去
百
箇
年.
の
間
に
、
非
常
'な
變

轉

を

經

過

、
し

た

•と

見

、ら
れ
'る
。
蓋
し
少
く
と
i

刖
世
紀
半
ば
ま
で
は
、
穀
物
條 

'
例
の
保
護
を
ぅ
，け
て
、
そ
れ
は
亦
成
り
の
隆
盛
を
示
し
て
ゐ
た
'
そ
，の
後
の
國
內
エ
業
化
の
急
速
な
進
展
は
、他
方
-に
扣
い
て
農
業
の
相 

對
时
地
位
の
■俾
下
を
®
^
し
た
。
農
業
保
護
0.
撖

廢

と

，海

上

交

適

：の

.
發
展
ゆ
、
M
紫
湘
俟
つ
て
ぐ
ィ
ギ
リ
ス
'を
し
て
食
糧
輸
人
國
へ
と 

餺
化
せ
レ
め
：た
の
也
あ
る
。

て
• 

, 

、

’

.
、

，

- 

:
:
•
• 

‘
■.

:•
,

第1

次
世
篇
大
戦
の
際
の
舍.
い
，
經

驗

は
M
趴
後
に
お
.い

セ

小

齊
#■
菜
®
を
中
心
に
農
業
生
痛
力
の
增
大
に
向
は
し
め
た
。
し
か
も 

-

そ
の
成
果
比
充
分
で
は
為
く
、
近
华
に
>
い
す
は
僮
に
畜
康
方
面
に
お
，い
て
，、
可
成
り
の
好
況
が
見
ら
れ
た
に
止
る
。
尤
も
農
i

の 

配
^
^
係
に
つ
い
て
•は
組
織
化
の
傾
向
が
促
進
さ
れ
、
可
成
り•
の
合.
理
化
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
も
佻
給
の
、絕
對
’量
の
上
に
お
い
て
、 

見

、
る

，
べ

き

^

*

^

實

現

ざ

れ

な

か

つ

た

の

^
あ

る
:;
°
た

'̂.
そ

の

將

來

に

‘つ
い
て
、は

低

靴

資

命

の

‘融
通
と
價
格
政
策
の
衝
用
に
ょ
つ
て
、 

袖
淹
が
期
待
さ
*れ
て
ゐ
る
。_
し
か
し
戰
時
宁
、
，急
速
な
實
行
が
望
み
ま
い
の
は
止
む
を
得
な
い
で.
あ
ら
ぅ
。
,
•

,
次
い
で.
第
十
ニ
章
は
そ
の
配
給
問
題
に
ち.
い
セ
、
近
，萍
の
傾
向
を
說
明
し
、
，第
十
三
章
に
お
い
て
戰
時
食
糧
問
題
を
取
扱
ふ
。
そ
こ 

に
お
い
て
は
.̂

先
4
第I:

次
歐
洲
大
戰
の
擦.
の
食
糧
統
制
狀
況
を
概
雄
し.
た
後
、
今
次
の.
戰
举
に
い
た
；
ま
で
‘の
問
の
、
食
糧
問
題
の 

•
緻
過
を
叙
述
す
る
。
' 

•;〜

'
/
.
:
•
■
.、
 

,

’：
賢

者

に•よ
れ
は
紙M

次
大
戰
ま
で.
の
間
I

け
;̂

重
要
食
事
象
と
し
て
、
次
の
三
點
が
擧
け
ら
れ
る
。
‘即
ち
第一

は
*
海

外

よ

り

.
の

食
糧
輸
入
の
問
題.
で
あ
り
、
輸
入
歙
の.
顯
著
な
增
大
が
指
摘
せ
ら
れ
る
0
し
か
し
、
戰
時
に
際
し
て
は
、
明
ら
か
に
海
上
權
掌
握
の
必 

要
と
、
他
の
軍
需
資
源
を
%■
包
含
し
た
綜
合
的
管
理
の
遂
行
が
求
め
，ら
机
る
，。
敷
ニ
^ :
^
內
生.
產
の
問
題
で
あ
り
、
戰
時
に
傭
へ
て
は
.，
 

-

海
上
權
確
保
の
可
能
性
と
引
合
せ
て
、
そ
の
增
產
計
畫
を
立
て
る
べ
き
と
さ
れ
る
々

養
じ
無
理
な
增
產
は
往
々
に
し
ず
失
費
を
招
く
と 

見
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、• 
Wギ
リ
ス
人
が
い.
か
に
そ
の
海
軍
力
の
强
カ
さ.
に
信
賴
す
る_
事
の
大
で
あ
る
か
^
觀
取
せ 

.
ら
れ
る
？
第
三
は
貪
糧
配
給
の
合
理
，化
問
題
で
あ
り
、
低
廉
な
價
格.
に
ょ
っ
て
、
全
國
民
へ
の
配
給
の
普
及
が
望
ま
れ
る
。
’

し
か
も
今
次
の•
戰
亂
勃
發
に
際
し
て_
*
叙
上
の
三
點.
の
い
づ
れ
か
ら.
見
て
も
•
ィ
ギ
リ
.ス
の
事
情
は
前
囘
に
比
し
て
不
良
で
あ
っ
た

« :_

_

さ

一

整

。

「

奮

萼

一:-#(

一
：

■
爐«

■
の
城
雜
^

に
お
い
て
二
十
五
萬
人
の
減
少
於
見
出
さ
れ
•
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に.
貯

藏

の

準

備

も

不

充

分

で

あ

っ

た

，し

、

こ

、

に

於

て

、

强

カ

な 

戰
時
食
糧
銃
制
の
必
要
が
不
可
缺
と
な.
る
;9
:
'.
. 
'

,

 ̂

,

現
實
に
，お
、い
て
、
戰.
印

勃

發

直

後

か

ら

の

政

、府

の

氣

常

な

_
努
カ
に
も
拘
ら
ず
、
最
初
•數
箇
月
の
間
は
正
に
朝
令
暮
改
の
感
が
あ
っ
た 

由
で
あ
を
。
し
か
し
、究
極
す
る
既
、
ィ
ギ
リ
X
に
と
っ
て.
は
海
外
輸
移
人
の
確
保
が
第
一
次
的
に
緊
要
で
あ
り
‘
目
下
ぞ9

’

た
め
.に
す 

ベ
て
の
^
力
が
向
け
ら
れ
て
ゐ
；
と

.̂
へ，て
差
支
‘な
い

。
，

.
む
ろ
ん
そ
：の
反
茴
に
お
い
て
、.
國
內
消
費
統
制
と
共
に
農.
業

增

箝

計

畫

.
が

進 

，め
ら
れ
っ
っ
あ
る
都
は
い
ふ
ま
で
も
愈
い
，。
し
か
し
ィ
ギ
リ
ス
が
能
く
貪
，糧
問
題
の
觀
點
ょ
り
し
て
、
戰
時
を
乗
り
切
る
か
否
か
、
そ 

れ
は
一
に
做
0.
て
海
上.
權
象
握
の
.如

何

に
-&
存
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
0
搌
し
て
そ
れ
は
可
能
か
否
か
-'
o
ド
ィ
ツ
の
攻
擊
も
又
こ
の
點
に 

集
中
さ
^ .
っ
、
あ
る
現
狀
扒
ら
し
て
*
そ.
の
歸
趨
は
、
ィ
ギ
リ
夂
本
七
を
め
々
石
今
後
の
&
>
海
戰
の
展
開
如
何
に
ょ
っ
，て
決
す
る
と
見

る
の
ル
は
な
か
ら
ぅ
o (

三
越
賫
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